
第12回放射能調査研究成果発表会

論 文 抄 盲陸 集

昭和45年11月26･-27日
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論 文
番 号

屯(29)月調の90日r濃度

30 茨城県東梅村周辺の海産生物の川8Ru

濃度

31 飼料中l06R･uの金魚,マウス把おける

消化管吸収率

32 食品の放射性博揮蹟塞

33 標準食の放射性枝村濃度

(34)食品の放射性降下物把よる汚染の除去

一魚貝確の1叩cs把ついて-

(35)上水道水の放射性核種蹟度

36 人骨中の90日r殻庶

37 家畜骨中のgOsr濃度

(38)土壌中の放射性核種濃度

(39)河底堆積物中の放射性核種濃度

40 土壌および米麦中の90srぉよぴ1"cs

(41)放射能汚染機構の解析･研究

-90sr,13丁(コsの土韓中把おける挙動-

42 川srの土壌中蓄積竜と食品等把おける

濃度との相関把関する対策研究

43 各秤食品,陸水,雨水ちり等の放射能諏

査

(44)北海道に卦ける放射能調査

(45)青森県における放射能調査

担 当 機 関

放射線医学総合研究所……………･71♂｡肘♂

水蕃庁東海区水産研究所…………‥ 72 ♂｡紺/
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班,中共核実験直後に帥ては,中部空域のほか八戸を基点とする北部空域および築舶

基点とする西部空域においても同様の試料採集な行なった0

2.2試料採集装澤:固定僻の下郎懸酬装したろ紙式典じん装荷および罪前酢貼布したガム

ドペーパ把よ拍持集した0

2.3試料および測定法:回収した試料はろ紙およぴガムドペーパととも把従来どぉり電気炉で･

約600℃に加熱灰化処理し測定に供した0

試料の金柑射能順化ウラ掘糊源(β崩酎00d･p･S)把よって校正雇れたOM計

数那把よ川乱た値を凱ん飛行時に実測紬た空気竜から放射能搬(pCi舟3)を算

また,比較的高漠鹿の全β放射能が認められた試料把ついてはI減衰の追跡おエぴr検波高

分析装置に上り核分裂生成物の生成時期･含有額碓の推定を行走っ転

≡::.1調昭票｡警坪苦｡廿以降把おける全β放射能｡濃度変伽よぴ一部試料の減衰曲紺図2
ぉよび国3忙示すとかりである0
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表1(b)川Sr月間降下量

(単位:mOi/K㌔)

し ｢束京管訂丁札 幌 仙 台 秋 田 大 阪 福 岡≡

宣 l

昭和44年

004 010
0.04 0.22 0.05

l
0.11

1月

05 005 0.03 0.11 0.04 0.05

2月 0.

005 005 0.04 0.15 0.06 0.05

3月
l【008≒ 004 0.06 0.18 0.12 0.12l

1 4ノj

019 016 0.23 0.31 0.21 0.20

5月-

013 013 0.1丁 0.12 0.16 0.12

6月

010 008 0.18 0.14 0.08 0.09

7月!010 019 0.1丁 0.13 0.01 0.08

竃 8モヨl｡24｡.15 0.09 0.12 0.05 0.0丁

竃
9月亀

00T OO6 0.07 0.08 0.03 0.02

10月
･

005 005 0.02 0.1丁 0.03 0.07

11月

12月0.030･11

昭和45年毛t

oo2004

0.03

0.03

0.30

0.11

0.0$

0.02

0.15

0.03

も 1岩｡｡5｡.｡8 0.04 0.26 0.05 0.05

毒 害月 0･04 芸･:…
0.03

006

0.27

0.10

0.05

0.10

■■■■l■

0.18

i 4月
0.13 ･

●

ロ

昭和38年

昭和39年

昭和40年

昭和41年

昭和42年

昭和43生

昭和44年

表2(a)
2き,pu 比,

年)｡

表2(a)

もゃヤ高い値

る｡

昭和44年

間降下量の比

昭和38年

42年以降滅



この推定忙蛙次のようを仮定丑基忙した0

1)成楢闇降下物の半減期虹1叩である｡

2)第1匝卜第5回および第丁回の核実験(いづれも数100KT以下)は対流圏把入わ,1ケ月

の半減期で降下した｡

3)フランスの原臥水爆実験による…sr は北半球にはほとんど降下しなレ㍉

4〕第6回.第8回の水爆実験把よる成層圏への90sr 放出竜は各りTO,115KOiであ

る｡

以上のようを仮定を基忙して計算した結果昭和41年までは,中共の核実験忙よる90日r降下量

は,北半球全的sr降下量の10酵以下であったが,昭和42年:12確,昭和43年:5き帝と

急増している｡

昭和44年4月以降,落下塵,降水(月間降下物)卦よぴ一雨ビとの89sr/日日r比の測定

を行なった｡表4(a)忙月間降下物中の89sr/90Br比.(b)把一雨ごとの降水中のB9sr

/90sr比をしめした｡

表4(a)月間降下物中の拍Sr/掴日r比

(採取した月の中間日の値)

89sr/錮sr

昭和44年 月

月

月

月

月

月
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(古)弟9回･1ロ回申共棲実験による放射性降下物

放射線医学総合研究所 環境汚染研究部

佐 イ自誠 道,亀 井 草 子

1.緒 呂

昭和44年9月23日 中共で第9回核嚢験が･また･同年同月2･9日把窮10回核実験が行な

われたと報じられた0その影響を調査するために,水盤法にょ少雨水を採取し,こ九のグロスβ放

射能の調充を行なった｡

滑和44年9月24日午前10時よカ放医研屋上把卦いて∫24時間露出法で水盤を用ぃて降下

物を採取し,グロスβ放射能の測定試料とした｡

水鮎による降下物中のグロスβ放射能の調査結果は表1把示すとお虻であ少,昭和拙宅9月

24日～間口44年10月18日までの各試料からは顕新放射能の変動壮醐帽れ浸かった｡

衰1 降下物のグロスβ放射能測定結果

Date of Sampling
Da te o r

Da terminatiorl

23～24 Sep‥1969

24一-25 Sep.,1969

25～26 日ep‥1969

26～27 Sep.,1969

24 Sep‥1969

25 日ep‥1969

26 Sep.,1969

27 Sepり1969

Gross β-aCtivlty
(m(コj/随2)

0.0

0.2

0.2

0.0

1.緒

大気中に含

器を用ぃて政

和40年10

2.調査研究

2.1 試料採

法および

前報把

2.2 考

昭和4

この点把･

回中共模一

昭和4

採囁した盲

相当の地~

試料把壮:

昭和4

しているく

わ九たとヰ
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集じん試料 l03Ru+1㈹Rh 1"cs 95ヱr一門Ⅳb =日r 備 考

昭44年1 10.8 2.0 丁.5 n
"

H
‡

2 10.8 2.7 18.3 ＼,1.5
口
u
■

■
u

ナ2･4

! 3 16.3 3.7 22.9
u
【

4

5

26.1

35.4

4.7

6.1

49.3

131.0

6 42.5 6.9 194.0

7 17.0 2.1 84.2

t l.2

篭 ≡
王10

21.0 2.6 93.0

24.8 5.2 79.5 ‡
H
■
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円
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2 13.8 2.6 24.0

3 18.0 4.0 ヰ4.0
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1.緒 言

核爆発実験舵

動向を追求して

び内外各地の頗

を判定した｡≠

若干の知見を貞

2.調査研究仁

昭和28年烏

l一口は地球の眉

の研究者把上力

分け,炭素の萄

ら把上力発表卓

忙よる各貯蔵屈

武庫を考え.′

(‖c)量,14

蔵庫把ついて旺

条件としてこ広

｢盲~盲▼▼副



6

几よ= ヱ

ノ=1
アiノβ∫亡 (3)

となることがわかる｡

ここ忙でよノ･=(〟如))(♂-♂ノ)l甘=♂ノ

例えば 亡=0 の時rの=c竜が成層圏把注入されたとすれば,その後の成層圏における1-Cの変

化量は,時間古の関数として,

仲1-♂ヱ)(♂l-♂3)(♂1-∫J(∫.-♂5)(♂l-♂6)

+

+

恥=r†二

ヂ(ち)¢∫2亡

(∫2-♂.)(♂2-♂3)匝2-れ)匝2-♂5)(∫2-♂¢)

ヂ(恥)β♂8亡

(♂6-♂1)(♂6-♂ヱ)伊8-㌔)(♂8-∫4)(♂6-♂s)
‥‥‥‥‥(射

となる｡

すで把知られている実際に注入された14cの竜とその年度とを与えて加えあわせ,各年度把お

ける各貯蔵庫の1り〕の変化を,電子計算機 TOSBAC3400MODEL 31を用いて算出し,

実測値がえら九てぃるものについてはその値と此戟検討した｡

査お,昭和44年度産植物精油および靡酵アルコール中の140鎮定の測定値を表1忙示す｡

表1 頗酵7ルコール中の14c墳慶

原 料 測 定成 分 産 地 比放射能(dpm/押arbon)

結
勘
聞
鯛
硝
酸
凱
脚
佃
離
摘
酌
試
試
開
脚
実
1
東
塑

1
･
近
鞘
柵
鷺
2
･
最
離
咄
桐
畑
噌
2
･
1

2

ウ】

〓

〓

ウ】
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40～50℃の陽に一分間放置後,透明忙なるまで振って混合した○Vialはガラス製忙比

べBackground計数の少帥ポリエチレン製品を使開し7to測定忙はNuclearChicago

l-ark-Ⅰ液体シンチレーションカウン細用い･8℃で操作し･判別醇は外部顧源法よ

り求めた｡判定値は次式にしたがってトリチウム比(TR)忙換算して示すo

TR=Cpm/7.2XlO-3xEV

E=測定効率,Ⅴ=水の容量mg

2.3.結 果

このよう忙して得た測定結果を表1把示すも

表1 測 定 結 果

採水年月 日 乳化シソチレーク
ジオキサン

シソチレーク

昭42 10.18 54 士 3 4ヰ 士 8

昭42 10.18 231 士 7 174 士 1丁

昭42 10.18 76 士 3

落 合 川

切 木 川

昭42 10.18

昭43 10.31

78 七 5 76 土 11

53 士 2 44 士 4

下 場 溜 昭43 10.31 3丁 土 1 2T 士 3

有 浦 川 昭43 10.31 了8 士 4 108 土 12

昭43 10.31
初 田 浦

34 士 4

宮 山 鞄 昭43. 11.

川 海 水

75 土 5 丁4 士16

11.1 14 士 3 20 士10

前報で,

鹿をしらべ:

田の慣把安:

今回吐さ

潮岬の高層･

その結果

ことがわか

多いことの

1.緒

モニタリ



2.3 成 果

栴時のr紳の情とバックグラウンドとの差が,ブ

ラスの場合とマイナスの場合と把おける降水の有無

の出現頻度を求めた結果壮表1のとおカである｡

この表から明らかなよう把,r轟の値がバックグ

ラウンド缶用すと.降雨のある押弔軒約90･-95

蕗で,バックグラウンド以下に下ると,降雨のをh

辟率は80～85解任である｡

r繚の値がバックグラウンド以下忙下った場合降

雨のない確率が,′ミックグラウンドを越した場合降

雨のある確率よ卓10酎まど小事いのは,†イナス

の値は小きく,バックグラウンド把近h場合が多い

ためであカ,かつ,個々の毎時の読みは小数以下の値

を4拾5入してあるので,符号の決定把とも孜うあ

いまい卓把原因があると考えら九る｡

次把,毎時の降水量とr繚の変化傾向をみると,

両の降む初めと降少終カとにぉぃては,ほとんど変

化傾向の符号は一致しているが,雨の継続期間中は

必ずしも良い対応丑示しているとはかぎら丑山｡そ

こで,毎時降水量の前1時間差と,r線の前1時間

差との符号が-･一致する場合と,異をる場合の出現率

を求めると,表2のとぉカである｡(改頁参照) 図1-1 r線おょび毎時降水量の変化

(輪 島)

表1 r-Bの符号別降水の有無出現頻度

表2 降

次把,輪メ

時雨畳0,∃

の出現劾勘

川につぃで

のなぃ場合(

は大体15･

0.5m以上(

図2に示す.

年10′～昭5

いがみとめ

ては,r繚(

るの把,1

現頻度が2

今のところ

ので,不明■



把つぃて壮不明である｡

3.結 語

以上の調査把よわ,降水とr牌計比率の変化

との問に良い対応のあることがわかったが,毎

畔雨#常ついての検討例が55例てあカ,降水

のない場合の弓看い変動についてはふれてい充h

ので,今雄は全質草弾こついて検討する必要があ

るひまた,バソクダラウドの求め方にも問題が

あるのて,再検討する予定である｡

この調査把射いてえられた結果が,自然放射

能忙よって説明書れるか(買の中のラドンドー

クーの影準等),核実験忙よる人工放射能把括

{J'一-糊2111柑987･〇5卿
】】

▲｢

園3
r繚バックグランドの年変化

ぴつけて考えるべきかの問題が残亨れてぃる｡

また,理研の岡野の調査忙工九ば.降雨の前把r線が増加することもあゎ,雨が降らをくても前

額が通過するだけで,r繚が増加すると亨れてお虻,また,夜間忙増加ナるr線の日変化もみとめ

られているが,今回の調査では,こ九ら旺たぃナる確証は得られをカ1った｡今後の調査忙おぃて,

これらの点把も触れてみたぃ｡

(1ロ) ⅣaI(Tゼ)シンテレ一夕による上空のr線測定

気象庁 高層気象台

乳 井 鉱 一

1.緒 呂

環境衛生のための上空の人工放射能を測定するため,OM管を感部としてr般を濱u定ナるゾンデ

しかし,いて

の設計資料と1

で,手技じめか

ととして作業竜

お力良く,気羞

別観測ぬ一環J

親側の飛行機か

で,作製中のづ

を行在うと共卿

なう辛ができプ

告ナる｡国1嚢

2.調査研究q

2.1 軸定忙f

2.1.1 r藤吉

法

感部の昌

感部は】

ぎ換えて8
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1.緒

環境放射線

ナることは｢

特性を調べ,

忙つぃて必要

この間題忙

主として球型

ジンチレー

エって宇宙線

射性物質なら

今年度は.

報解析把必要

2.調査研究

2.1 環境故

環境放

宙線の方

と鉛直軸



8州KeV.リー4MeV卦上び3MeV以上忙分けて測定を市債計｡測定高跳地上1抽

ぉよび約1mで皐五○得ら九たスペクトルは二次式を用いエネルギ掘正を和い一拍こ細

/Ct川nnelの敬肺として舶テープ忙フ丁イルナる｡宰領蘇忙よるスペクトルならび忙B

庸ベクトル打=｡エネルギーー刑レスボン州柑l】い･r帥庄スペクトル忙ノ印するl-

糾九た†細から.宇描線おエぴr酢ついてそれぞれ鮎計翫行椚｡これらの測定を日

本の代射出瓜忙ついて行なって小る0

N hll抑告-〟

Y

n

-2

-1J

ロ

-0.

-○

lO

5･･

±

l

卜
耶H t

芯

10

寧

0 壬 一刷拍暮古
書

図10M:(hu爪ter2開扉X85=鳳

3.括 言

環境放射線l

レーショニ′ス■

測定銑卦上びJ

物上少のr融雪

を行なっていj

1.緒

自然放射線

か忙ナるため

とを考慮し,

いて判定した

2.調査研究

2.1 測定地

を選んだ.

んだ｡

2.2 測定器

計,記録



表1各測定地の線竜率
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a
H

眼芸卜定地
地内

i則定地

点数

地内

測定点

の数

a)
代表線量率

(脚)

標準偏差

(ルb)

b)l
測定器i

‡
番l県市･町･村･､

竃;…t福島･至芸芸･;
5

5

1

8.6

10.4

丁.9

0.3

0.4

cモ
■
C

B,Oi 口
n

-

77 課業町

都路村
1 5 12.3

0.1 B.0モ
T8

l
江町 1 5 12.3

0.1 B,0盲
n

79 浪

⊥町 1 5 9.8 0.4 B,ロ毒
n

.喜
莞王声,…王こ

…l:ニ:こ ≡:≡ミ
･ 些

咄a)地面からの放射敵手筒線成分を含む(闇雉箱換算値)｡

測定地内に測定地点が1しか帥ところ他地点の代表値をそⅥセま測定地の代表

値とする｡地点が2以上あるときは･それらの平均値を代離としたo

bま讐冒三雲tl雪雲冨慧を雷す㌔什¢×3凧(Tg)レートメータ
C サーベイメータ

表2 束北地方把おける線量率

盲人′恵l人
口 a)

単 純 平 均

(土標準偏差)

既報(第1毒

ウラン流量等

1.試料おエ:

河jll水(2

図1忙示した`

ウラン分析】

2.調査結果

池.河川醗:

九.138.5

βg/ゼ.21.

ウラン流量

認めら九た｡

最下流地点



14 動燃棄海事某所のウラン精製錬廃液による新川への影響

動力炉･核燃料開発車業団

東海事業所安全管理課

0大内新一.小川 巌.倉林乗積

1.緒 言

動燃東海雄某所忙おけるウラン精製錬は昭和33年未開始さ九･同45年2月をもって実質的忙

終結したが.こ九忙伴う低レベル廃耽は新川下流忙放出さ九てきた○

定借の環境モニタリングの結果によ九ば■排水口より下流河鹿士のウラン濃度レベルが若干バガタ

グランドレベルより高h以外忙異常は認めら九なかった○しかしこの測定方法は精密なもので在く

またこの川の河口は年忙数回頗砂のため閉鎖することがあり一上統への影響も微弱モはあるが混食

された｡そこでウラン生産業頗の終結忙あたり.その実態忙ついて･排水の上流への影響おエび放

出口より下流の河床土の溝駐分布忙重点を卦いて調査を実施したので･その結果を報告する｡

2.調査研究の概倭

試射影取地点を国1忙示す｡

金属天然ウラン精製錬

忙伴う低レベルウラン廃

液は,事業ノ.平内1】央原水

処即場囲で沈澱ろ過処理

後(放出時濃虻.約

10一丁′▲Ci′舟g･1野

口/茄β).敷地内十二町

川(B.C)をへて新川

忙流入する(D)｡合流

0コ 長泉･牛丸晦

ぃが.著しh貞

を国王.垂直≦

忙なる｡垂直

粒士別の河j

と租h部分が

組成成分は少

ラン濃度の9

おエび河川底

畳を計節する

それぞれ約1

帝が沈積した

ウランが河J

的忙調べた結:

じてある一定二

晩着率は7ル

いると容易忙｣

佐渡鹿托する

効果を示唆ナ

排水の新jfl.

を招き.上阻

常時忙は全く1

流は一般土壌.

認めら九なぃ.



足した｡そ九らの汚染の有無は.動物試料で壮明らかでは丑ぃが.7シでは有意の値が見出卓九た｡

(衷1)

3.結【詔

最も肯酢が大てある河床士につ

ぃては.排富約50亡mせでウラン

の浸透ポ認めら九たが.海岸に達す

るせで忙.ほほ丑.Gレベル忙なっ

ている｡ウラン含有排水放出停止忙

伴h.こ九がどのように自浄又は回

復するかにつぃては.今後調査を実

施することとしたぃ｡夜お河鹿土の

サンプリングおよび処理忙つぃては

その代表性忙ついて場所と深さおよ

び粒皮紐成別膿度分布忙十分留意す

る必婆がある｡

動植物への影響忙ついては.極め

て少在いデータで何とも云えないが

多少の実験を行在ったので.別の機

会忙輔告Lたぃ｡

膵液放出後の環境モニタリングと同

様忙できるだけ放出量を成らし.腐

境を汚染させモぃよう丑放出方法の

研究も完婁であろう｡

(駐)粟灘胴で主にUX2(234臨)

のβ繰(Emex=2.31MeV)

■r｢t〈-≠.tノ､Jr 且文一【ムJlノrJ′rTT′丁ヽ.JしJ当

人 n F r; l
ll

図4.河鹿土･粒産別ウラン濃度

による｡排液中の獅ロと捌Paは必ヂしも放射平衡忙達し

1.緒 言

川の水が海

り出ナことは

ことができ九

内側の海水と

である｡mi

河川水忙つ

濃度は.mi

静存物質の頼



31.2‰.塩素董で1丁･3‰であり･もう

1つは塩分で32.5‰,塩菜詣で18軒亡あ
ろ｡3つの起首睾のうち1つはほほ原点を通

っている｡この場合は,混合水のもとの水の
1つ旺,河水と一号えられる｡それに対して,も

う1つの直繊が縦軸と交る点が与える7ルカ

リ虹は,観別の時点における富士川の水の

7ルカリ鑑と考えられる｡残少の直線は■観測

時における富士川の水のほほ半分の了ルカリ

庇の植惚もつ水と沖合水の混合を表わすも

のと考えられる｡了ルカリ庇の異常に低いこ

の水は,観測当日の前の日(昭和44年8

月5日)触糾地の近くを通った台風の影響

を受けて脚水した河川水であろうと考えられ

る｡そこで誠珊‖いむ㍍士川水の遣瑚牲世腿催

するこの場合忙は前記の2つの交点のうち一

塩分の低い方告境界の値とすべきである0

以ヒの班別てもわかるエうに,混合水と

外出水の境界凪,塩分と了ルがJ匿の組合

わせによって求めることがてきる｡その場

合境界の水の塩素童は比上の結果からみて

一定ではない｡ある場合には18･8‰であ

ったカ,17.3塙であったカナる｡それは

季節t天候,海況など多くのフ丁タグ忙左

右されるものと思われる｡

3.混合水の領域内忙おける西川l水の交換

囲1.Horizontaldistribution of

吾…妄与…妄言y聖亘こ‡罠…こ裾…貼謁｣

塩分の舌状分布控.ぃくつか忙仕切ら九た塩舟の値恵もつ水のベルトの集合と考えら九る｡(国
.

L.L
- ‥..

___【_
,l サ_一h_h山rA_上 山 ワ:恵一llllレ′h旦IJ .._;ノヽ

はさま九た

状のと上そ

る｡このエ

忙おぃて竜

逆忙いちじ

と考えら九

海域の乱九

る｡この上

ヤ川ヤ富士

h海域では

小書く在る

九る｡

4.放射性

ナる試算

以下忙述

おける1つ

放出液の壕

(logT

と同様.こ

従って.あ

忙エる変化

忙対する(

そ¢関係を

るレベル以



九だL

(L寸イニ.I｡仙忙.

IIT=ご叫△Vi>mβⅥ

β
Vβ ∵‥ ヱ< Ⅴβ

11T

Vβ くmβ

である｡従って.RT/叫忙エって･安全側

忙且構ったDWLレベル以上の領域の広卓がわ

mβ=6･¢XlO-5忙相当するTの値は･

書きの(logT)-miの関係(図6)から.

v√fいり r'王ニ::1∴て;J7･7′1…
と在る｡すなわち.放出ロの周囲忙お上そ800

か舵及ぷ領域が.海水のDWLレベル机上の

佃をイオこと忙なる○こ九は安全サイドの見積

りである｡この事崩は.群書10mとするとt

一辺が900仇の正方形忙相当する¢

参 考 文 献

1)杉浦富雄;オレゴン沖の海洋化学

日仏海洋学会誌旦1ひ5-1141968

2)渡辺信雄;大垣川河口域の塩素量分布とそ
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昭和31年より気象軸よび各海洋気象台で調査を継凱てh硝如全細射能忙つ叶昭

和44年丁月より昭和45年6月までの測定結果を報告する｡

2･調査結果の概要

前年せて七同様に5紬海水試料を鉄-バリウム共沈法で処凱丑澱中の全
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17 日本近海海水の核瞳分析

軸｣二保安fjl加持軸

仙崎 愈.西m浩児.0盤印日華.′=丑勝之

水利忠正

1.柿.-

1.1【j 的

‖木近桝匠おける海水中の放射能を測定し-放射恍物質の分布とその変動を調査する｡

1.2 調奄の経繹

昭利34年以来10年以上忙わた少.主として日本近海海水中の放射能の測定を行丑い,海洋

における帥sr･13ずcs,川ce=お上び…Ru･の人工放射性囁種の水平おエび垂直分布をあき

らか忙し■現在に至るまで経年的走査動の調査を行走った｡

2.調査研究の概要

2.1 試刹那

細井･次の両班において表面水20戚を採取し-現場で濃塩酸4佃gを加え,分析試料とした｡

赫域は共用那敵城,[木海それぞれ約20点および親潮流域,瀬戸内海それぞれ数点の総計約50

点である0分析核種は･各試料につぃて90sr-1"cB-1▲lceぉェぴ…Ruである｡

2.2 分析法

2.2.1 90sr

これと平衡にある帥Y を沈殿法で蹟節したのち,TBP把上る帝媒抽出法せたはイオン交

換樹月旨法て分離し,シュウ酸塩として沈殿させ計測した｡

2.2.2 用Cs

フェロシ7ン化鉄の沈殿にC占を吸着卓せ濃縮,ジビタリル7キン法でRbを分離後,塩化

白金酸塩として沈殿させ計測した｡

2.2.3111ce

水酸化当として濃縮後,TBPで精軌HIBE抽出した後,シーク酸塩として沈殿卓せ計測した｡

2.2.4】08Ru
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日大平洋海水および薫京における降水の3H濃度

気象庁気象研究所

0島 田 利 夫.jtt 村 清

共同研究竜,鼠京軟膏大学

三 宅 春 堆

前年綽きつづいて∴太平洋海水および東京細ける降水中のⅦ離の調鵡郎ついて報告

海水は.昭和37年～昭和38年,北太平洋海域で柵(0～2000m常幸1した試水･おエ

び昭和43年～昭和4略東大海洋研究所白鳳丸の足技-…-4航海で1700噸上の銅価

から520sまでの6地点で採取(0～500Ⅱl郎1された試水缶用いた｡

降水は昭和38年～昭和40年･東京で採取した試水である｡

試水蛙竃願濃肺し一級体シンチレーションカウンタを使用してI抽忙郎れるり‡賦摘重

2･昭芸3若年讐昭芸3酎ヒ太平洋醐の調査結果履表1綿す｡㍉i漠度は一般哺と如
低下ナるが,鯛海水の値は8■7～18･5トリチウム･ユニプト(T･Ulの範囲忙あった｡

衷1.北太平洋酎部海水の3H重度

去三三~~=
｢面前壷甘訂｢高畠-

好面Il142005

表面海水の1

300N の佃

宅ら忙エウー

rLていなぃ｡

昭和43

昭和43
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図1.:東京忙卦ける降水のユH濃密(昭和3計-40年〕

の結果,三宅らとほほ同様在結果が得られた｡

2□ 太平洋海水のプルトニウム含量

気象庁気象研寄所 ○杉 村 行 男

共同研究者 東京教育大学

三 宅 泰 雄

差は.たかた

食ぃ｡

238Pu/2
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(21)茨城県附近海域の解析調査〔Ⅱ〕

放射線医学総合研究所環境汚染研究部

佐伯 誠道,上田 奉司,長屋 裕

銘木 譲.中村 滑!中村 良一

1.諸 呂

放射性降下物忙よる海洋汚染のバックラウンド調査として,一昨年I昨年把引きつづき,海洋汚

染の総合調査を行怒った｡

2.試料および方法

試料は茨城県那珂湊市と日立市との間.沿岸6粗rl以内の海域から海水.海底上.生物群忙大別



茨城県衛生研究所では昭和43年忙動燃東海の排水奇,昭和44年陀はその他忙原電お上び原研

の排水を,太年托第一化堂,原研大洗.放医研臨海実験場の排水を追加し,そrLぞrL忙つぃて毎月

1回放射能の測定を実施している｡

2.調査研究の概要

2.1試料採取おエび放射能測定法

宗一化学と動燃東海の排水は新川へ,その他は海へ排水を放出してぃるが.何れも施設から

の排水を環境への出口のところで20gをポリビン忙採取し,実験室内で全β放射能の測定履
行在い,放射能値が高い場合忙はr藤波高分析器および放射化学分析法佗エウて核種の舟析定

昇奇行たった｡

2.2 全β放射能

図1虻動燃東海,原研東海第2排水の全β放射能の変動奇河川水の放射能レベルと比較し

たもので,何れも変動が大きく河川水の放射能レベルよ少商ぃ倍音示している｡動燃東海の排
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2.4.原電の排水

原電では排水を発電機の復水器冷却水

(海水1で薄めて放出してぃる｡普通原電の

排水の放射能忙海水処理法にエって測定した

他はほとんど供出触界忙近い値であるが,衣

1のエう忙去年5月と6月忙採取した排水の

放射能僅は10-8〃Ci/C亡台のヤヤ高い

値を示した｡そのうち5月15日忙採取した

試料はr紗波高分析器で1"C8が検出され

た｡兼2は排水中のl田Csの放射化学分析

結果で,6月2日忙採取した試料忙もl"Cs

が検出されている｡原子炉施設からの排水中

忙l"Csが含まれていることは,そのほか

陀川Sr等の核分裂生成物が含まれてぃる可

能性も考えらrLるので,許容濃鹿と比較ナる

場合忙は,全放射能没監測定値忙対して核種

不明な場合奇適応させる以外忙をh｡

2.5 原研窮2排水の放射能

図3旺式年4月6日忙採取した庶研東海窮

2排水のr線波高分析結果で,lさTCs,

80Co,1ヰ▲Ceが含せれてぃることがわかる

放射化学分析結果からl椚Csの濃度は

8.3YlO-7〃Ci/ec であるがI核種分

析結果からこrLら以外の放射性核種も含まれ

図2.第一化学からの排水の放射吸収

曲線

昭和45年5月15日採取

5月28日測定

試料番号 581



25 西部北太平洋の深層水の海洋学的特徴

気象庁軸洋気象部

0舌 村 広 三,由 良 武

1.緒 岩

原子力発温の太枯化忙伴査い.放射性廃棄物の急増が予想されてぃる｡その大貴の廃棄物の処理

方法の一つとして,剛ヒ海洋投棄が考えられてぃるエうである｡今後ともその安全性が議論され上

うが,塩草因子の一つである深諏の特性(流れ,拡散係数をど1は.まだ十分忙解明卓れてぃると

はいえなレ㌔1000～2000m屑にっぃては.｢つカあぃうき｣忙上る直接測定(南日,赤松

:19661などがあるが,3000m以深では,太平洋深層水の大循環としてぃろいろの推論が

在さrLている町過ぎ在･い｡ここでは最近の海洋観測資料を用いて,深層流推定の可能性をさぐって

みる｡

2.概 要

過去十数年忙わたる,西部北太平洋の海洋酪測資料のうち.深層==川Om以探1の水温.帯

在酸素藷の分布忙ついて.検討した｡図1忙4000m層の水温(ポテンシャル水温1の分布を示

す｡伊豆一小笠原海員の来由で,かな少顕著な差がみられ,その西側(フィリピン海盆)では,

東南部分で低温水の流入があゎ,それが徐々に昇温し丑がら反時計回上川こ移動ナるものと推定享rL

る｡酸素葺の分布も検討したが,観測値のパラツキが大きく.有意を推論憬導けをかった｡

図2,図3はそれぞrL日太海海,琉球海鮨の水温の断面図である｡定層では0･15●Cの差がみら

rLる｡酸素量で性U.2mg/動まど前者の方が商ぃ値を示していた｡

その他,太平洋深層水の大循環忙言及ナる｡

なお用ぃた資料は,夜風丸,白鳳丸,拓洋;Atlantis Ⅱ,Argo(U･S･Al:Vitja2,

Schokarisky,Nevelstoy(U･S･S･R)のものである｡

3.j陪 語
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千･けこ兢づいて.その結梨の概賓を報告ナる｡採取方法おょび分析方法は前年匿と同じである｡

2.甘査研究の舵呼

21血血梅･柑挽即･好転沖女中心托した海観の生物群別i･こみた全β放射能かF均値蛙例年同様

ノノンノトン,ナてコ助か他の生物群より福く.血物プランクトン205pCi/針択.植物ブ

ラン･■ケトン106pCi/針灰.ナマコ類207pCi/タ灰を示した｡今年度注目さ九るむはプ

シこ′クトンが例年忙比べ低かった点である｡この外の生物群は魚甑を含めて低水準で.全般的

∴ノ:ノタグランド忙近h旭であった｡

2･2 ブラン′クトンの放射能の海域別の平嘲直で最も砥い商域は束京帝(70pCi/卵‖であり

久し､で拙勘削189pCi/ダ灰).房総沖(215pCi/卯り戊唖漉高くなっている｡昨

∠=止け止兢拘より刷巣既が低いとぃう今まで忙みら九なかった現象を示したが.今年鑑比例年

nよう忙戒京肖が最も低h しかし.昨年度の現象を含め.近年外洋填での減少傾向が放しく

廿和弘L舛汀町ニロ差がなくたってきてぃる○また.従来.時折みら九た3000pCi/針択

=ト∴パ1串良別号†L∫`もキ与良ほ劇帖さ九なかった｡軸洋学的区分忙よる水系別の全β放身雌は

‡∴テ;∴叛.一里舶制塊∴盟潮反流壊とも89～255pCi/タ灰の層鑑で変動が少なく.東京特

用･42′}102pCi/g灰盈示し.上記海域よりヤや低h値となってレlる｡プランクトンの

朋了抽つ卸互井布比附和44年7月.10月相模灘中米填で測定さ九たが.7月忙おぃては表

中β;快く.100批以軌よ44年度の最高を記録するほどの高い値を示した｡一方10月控衷

■Hと400叫朗珊く.50～200孤膚がやゃ鳴くなっており両調査月の問忙一定のパ牒--

ノを人ることはで重なかった｡プランクトンの全β平均放射能の経年変動では一点京汚が昭和

43咋より蛙減少したが.脂和41.42年程度の水準屯示し.詣j音海域では43年監と同じ

融二忙あるが･3丁～38年の約1/5以下の低い値と遣ってぃる｡黒潮海域では10月忙従

光¢最蚊偵た記録したが･ほほ昭和42年と同程度であり.黒潮腹流域では昭和a9年以降の

沌均酌な植より低h値を示してぃる｡(図1)

ニテクトン凸全β放射能が3∂以 -もI.‖
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してぃるものはなく.全般忙極めて低水準む点を含めて･そ九ら碓響が在かったと考えら

九る｡

ヱd 日本近海産生物中の放射性核種濃度

水産庁 東海区水産研究所 0川崎典子

日本近軸薙生物町放射能水醐査の1部として牒芽ロ41年から4締忙かけて採取帥た生物

中の.r線放射性核稚の調査を行をヮた0

乱射虻食品価汚染と云う考え方から･主として可食部忙ついて検討し丸こ九ら蛸枇450

℃で灰化.その100～150柁200チャネルr線波高分析副東芝那DS34208A･
ⅣaI4インチ¢x4インチ)で10万秒計測しカ㌔

得られた調査肺果は先忙報告したどけガのr線放射性核種の場合と同じエう忙･ヰOEのど-ク位

相無料亡して.そのスペクトルのず九な補正し･40Eの光電ビータの面掛らえら九かOEの波

高綿を封lき.次忙60coの光電ビータ忙相当するチャネルの計数値から80Coの墓を算出した｡

この操作恵65Zn.5仙■13TCs･106Ru･144ceの即行帥･そ九らの豊をそ九ぞ九算出

した.こ九らの計郎はTOS丑AC-3400(農林研究計算セ∴′クー)を用いた｡

結果は如示したエう忙一lさTCsの存在が大部分の試料忙認めら九た佗か忙は･テンダサ忙

106Ru.ナ了コ忙85En･さば･址エビ･きぐち等忙l▲暮Ceがブラスの値としてえら九転

なおこの結果は.減衰補正ずみで■採取享九た時点の値である｡

表1海産生物中のガン†諒放射性核種濃度

亘匡巨毒≡毒;≡≡琵葺撃≡童∃

放射性投

井.福島∴

ダ当りで.

島ワカメの

壮減少の傾

福



試料魚は.金魚体を灰化したものと.魚体を飾肉.内臓.骨忙解剖したものの両方忙つぃて舟析

を行なった｡帥Srは発煙硝酸法.1"csはリンモリブデン酸丁ンモy忙エウ塩化白金酸として固

定し.CaはEDTA滴定法忙上った｡

衷1忙全魚体･(whole body)がOsr.1=cs を示し.表2忙魚体各部位がOsr.1"cs

濃度を示した｡

昨年忙比べて.帥Sr.1"cs とも忙減少し.レベルの低下ととも忙.金魚体.各部位とも.

海水魚と汽水魚の蓄揖畳忙あまり差は認めら九なく走った｡地方.季節忙上る差も明瞭でなかフも

表1海水魚の叩眉r.1叩Cs 濃度

lOSrpCi/ダCa l=cさpCi/相生

5 月 11 月 5 月 11 月

地 域 魚 種

茨 城 .ス
ズ キ

タロメバル

イ ナ ダ

カ レ イ

福 島 ス..ズ キ

ポ テ

クロメパル

福 井 ポ ラ 3.1

…呂r

福島.莱



古口 茨城県黄海村周辺の海産生物の…1h濃度

水産庁 東海区水産研究所

○南迫洋子

現在･海水中忙は過去10数年忙わたって行をわ九た大気圏内壊乗験の放射性降下物佗由来ナる

放射性ルテニウムが撞く徴童であるが･紬残存してぃる｡レ一っ腔うー使用済み核燃料再処理工場

の低レベル放射性排水中忙含ま九る放射性元素はトリチウムを除くとその大部分は放射性ルテニ

ウムで占めら九ると推定さ九てぃる｡したがって･再処理工囁排如沿措放出忙先立って現在の沿

岸水域軋かける108Ruの水準を明らか忙ナるととも忙海産生物へ心音横の匪況を検討した｡

東海村周辺で彩耶九た魚貝海藻類を450℃で脚ヒ･灰舟5叩を担体ととも忙アルカリ融解

エクノーールで沈殿させたルテニウム区卦から金属マグネシウムで還元して分離した金属ルテニウム

をβ計測忙より定量した｡分析資料忙加えた連体の回収率は平郎1頼あった｡海産生物組織の

100Ru■0¢R帽鹿は表1忙示したとぉウtヒげ･ブランクトンが最も高く■1～3xlO壬.

海藻･月はト9xlO･魚類は2～3xlOpCi/隠湿重畳とぃう値を示しも参考として海

水･海底士忙つぃて･この付近海域4点て採取した資料の分析結果をみると満水の=帽Ru+

1銅Rh馳は採取位置忙よる差は見ら九す･その平均値は昭和佃2月■0･1丁士0.05.12

月の0･14士0･05･昭和45年2月･0･11士0･0ユpCi/gであり.海底士の…RulJ掴地

顔亜はたとえば昭和45年2月採取の試料ではそ九ぞ九2-30士0･11IO･20士0･05.0.g5

士0･15･0･20士0･07pCi/g乾煉重量L(粒径0･5m町以下の区別.とぃう上う忙幅広

い変化を示した｡

この海域の放射性降下物忙由来すか伽払はこの分析結果からみると.海産生物忙壮海水の10l

～103倍音横盲九ることが推定盲九た｡



衷2.海水のl掴Ru 碑度

≠昭和45年2月6日採墳
uH
妄採取位置
H

A

‖

丑 C D

き108Rll十】冊抽l(pCi/g)0.15士0.03 0.23士0.02 0.14士0.02 0.17士0.03

C』(:‰〕 19.11 19.30 19.23 19.23

東 面 水 温(℃) 13.4 13.5 14.6 13.6

透 明 度(れ) 4 5 10 丁

加 味(m) 30 20 4丁 22

昭和45年12月18日採取

採取位置 A 丑 C D

108Ru}06Rh(pCi/e) 0.15士0.02 0.1丁士0.02 0.11士0.03 0.12士0.02

C遜(‰) 19.12 19.16 19.12 19.06

表 面 水 温.(℃) 15.4 16.3 16.丁 15.9

透 明 駐(m) ー
■■■

水 探(m) 32 1丁 44 19

昭和45年2月19日採取

採取位置 A 丑 C D

10りtu}08Rh(pCi/ゼ) 0.12士0.02 0.11士0.01 0.10士0.01 0.12士0.01

C』(･‰〕 18.09 18.98 19.05 18.08

表 面 水 温(℃) 12.5 12J 13.8 12月

透明度(m)

水 深(m).
何

5

2ヰ! Hq

6

18
円

10

48

6.5

14

昭和44年

粒径0.5m仇

+108R血(l

粒径0.5m仇

灼 熱 減

水

昭和45年

粒径0.5mm

+1囲Rh(】

粒径0.5mm

灼 熱 減

水

魚類の放貞

RIの魚体F

取忙エる人イ

しかし.j

食物中忙紐j



なったが.えら九た吸収率は平均40酵程度であり.時間経過忙よる変化はあまり大きくなかった｡

一方.マウス忙ついては.乾燥粉末餌料忙

1)10dRu-NO.2)108RlI-Ⅳ0とアサリ肉.3)108Ru-NO摂取了サリ肉の各々を加えた
偽印料を殻与し.3日聞毎日採フンを行なった｡

その結果.各群の吸収率の時間経過はそ九ぞ九異なり.大約1)では6～10節の一定値.

2)は0から10帝へ増大して阻収寒が高まり..3)は4時間後15重から2日の負の値まで減少

ののち.再び5～8帝忙増大した｡各成績のうち 3)忙つぃては著者らが食品添加物 ユH-AF

-2で経験しノた消化管再排せつ現象が推定卓九たので.3日目採フンのマウス記と穀解剖し.消化

管部位忙おける吸収率を調べた結果.胃.′J､脇.大･直腸そ九ぞ九約50.20.5軋の各吸収率

を得たので.106Ruは胃でか左り吸収さ九た後消化管へ再排せつ卓九ることが森村けら九た｡

52 食品の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所 環境汚染研究部

上田寮司.鈴木 議.中村良一

0河内栄子.佐伯誠道

1.緒 言

科学技術庁放射能調査の一環として.日常食中の帥Srと1ユ7Csの濃度を調べた｡

2.試 料

北海道I新潟.福島,茨城,福井一大阪,福岡の7地方の各道府県衛生研究所に依頼し,都市成

人仁農村成人の訳理研みの可食部1日分を集め灰化後化学分析を行丑った｡

3.実験および結果

結果を表1～黄4に示ナ｡昭和44年2月試料で5地方の90srについてみれば,都市成人の平

均値は8.9pCi/札/p逓酎成^で7.1pCi/d/p,両方の平均値は8.OpCi/d/pであった｡同

北 海 道

新 潟

東 京

大 阪

福 岡



虫4.日常食中の1"Cs 鰻址

(昭和ヰ4年T～8月)
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55 標準食の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所 環境汚染研究部

0上田蓉司.鈴木 讃.中村良一

河内栄子.佐伯誠道
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137CspCi/d/p Emg/d/p 1粥CspCi/gE'

報 勤 8.2 3T O 22.2

豆 勤 0.9 9 6 9.4

い も 独 2.1 2 81 7.5

牛 乳 3.5 21T 16.1

卵 0.2 31 6.5

肉 類 0.9 21 42.9

魚 月 類 1.4 1丁 7 丁.9

葉 菜 類 1 2.0 271 7.4

根 菜 類l l.1 146 7.5

計 20.3 1610
u

12.6 l

l .

表3. 鹿 児 島

も

卯

月

菜

栽

豆

い

牛

肉
魚

兼

昭和43年11月

90srpci/d/p Camg/d/p 帥SrpCi/gCa

類
類
斬
新

0.96

0.5T

O.15

0.81

0.0 7

0.01

0.06

2.49

22.3

11.2

16.7

5.8

4.1

1.3

1.1

113.2

1.緒 言

前回は野頚

今回は魚且糞

試料は東長

をする｡

2.分析方ま

-1ユTCs卦.

ジビクリル｢

3.調査結J

試料食品(

3.1.か.

かきI

はなlハ:

3.2 ハマ

ら正己

3.3 メキ

メキ

九と大三

3.4 Eの;



表2.汚染除去忙エるEの減少量

㌃-｢ T~
い托晶の･ 爪

】

占古 名

か

ハマダリ

メキ｢ンコエビ

洗浄方法重複福豆至結の畳
対 照

水 道 水

33.00匝

〟

も竃恥Cニ純一:
対 照 ≡2.75

水 道 水

1痴NaCl溶液

3痴 〝

~
■■l････■▲-■･-

･･▲--=------
_

___対 照

水 道 水

1密ⅣaCI溶液

3感 〝

ダノ凡才 王

2.225

1.448

1.361

1.318

3.143

2.515

2.003

1.8TT

⊥二_｣
l

E

洗浄忙よる

減 少 量

一

夕

仇77T

O.864

0.90丁

0.62さ

1.140

1.266

兢少率

■~-
---▲- -

■_
一

事

34.9

38.8

40.8
1

l

(55) 上水道水の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所 環境汚染研究部

鎌田 博.三田雅軌亀井草子

鈴木縛子一任伯誠道

本吉

であj

舟が室

刺さゴ

ウ.モ

1ユTC

3.蘇 ヨ

河川水(

動する｡上

る放射性司



5d川人骨中の Srの濃度

放射線医学総合研究所 環境汚染研究部

0田中義一郎.河村目佐男

E｣本にぉける人骨中の印Sr蹟蛙の測定を昭和37年以来継続しtその年次変化と安定Sr濃度

につき測定を行なった｡

試料の人骨は･北海道･秋臥新潟･東京より採取したもので.昭和44年1月より.同年12

月せでの試料である｡人骨の採取総数202検体中より･主として30才以下の試料忙つぃて分析

を行なった｡

人骨中の拍Sr濃度は酎忙低下の傾向を示し･舟析可能な灰分壷は5～1帰となり,数年前

の2～3倍の壷が必要となってきた｡

このため･1試料よりの骨種間¢相異をどの濃度差を調査することは困難となり.合併試料(同

年令で死亡月が近く･同一地域より採取したものを組合わせた試華‖が多くなった｡

90sr卦よび安定Srの分析法は既報{窮9回放射能調査研究成果発表会論文集.昭和42年.

P･95･および日化誌89巻.P175)忙準じて行なった｡

90Sr忙つぃての分析結果を表1忙示す｡

年令と骨中川Srの濃度との関係を図1忙示した｡

また･昭和37年以来昭和43年までの7年間の骨中が0鋸濃度呑もと忙.日本人の標準人を

仮定して･次式忙より骨線量を求めたものを囲2忙示した｡

この結果は5才卦よぴ18～20才(昭和43年忙おける年令)忙おhて.骨集積線量忙ビータ

D=18･43･豊･E･a

l~~~~-【~~~-

些全(才)
胎 児



一室包⊥之L⊥鞄区u
採 取 年 月 性 別 骨 種 検体数

■■■■-･-

90srpci/舛コ

j 7
卓東京
H

昭和44年3月 女 背椎骨 1 0.8吊

; 〝 蕃 〝

j l
〝 〟 〟■ 〟 1 0.73

8 手 〟 〟 4月 〝 〝 1 2.40

〝 〝

u
〝 〟■ 〟 大腿骨 1 1.6 2

nI 〟l 〝 〝 〝 〝 肋 骨 1 1.12

〝 〟-

u
〝 〟 〝 大腿骨 1 0.56

j 9.3 〝

u

〟

5月 男 背椎骨 1 1.76

110
〝

f
〝10月 女 肋 骨 2 1.1T

16 〟 〝 8月 男 背椎骨 1 1.33

〝 〝 〝 〝 〝 〟
1 2.3 6

1丁/〟
〝

9月
〝 〟 2

′

之′一03

5r-10 〝

〝HO月 男 女 長 骨 5 0.36

i22 萱
〟

H
〟10月 男 肋 骨 1 1.40

25 j 〟 〝 5月 女 〟 1 0.83

3 0
ヒ

〝

〝計10月 男 〟 3 0.95

40 〝

H

〝 〝 〝 〟■ 2 0.31

童 50 〝 〟 〝 〟ト 〟 3 0.3 2
1

60 貞 〟 〝 〟 〟 〟 2 0.36

表2.年令群別人骨中がOsr 濃度

｢



図2･Cumulative
absorbed doses to skeletons from90日r
ir)the

period1962 to196

57 家畜骨中の川Sr 濃度

l.緒 言

家畜骨忙おけ且帥昌r.且メ斤什昭 ･士

農林省家畜衛生試験場北海道支場

0林 光昭.佐伯隆清チ芹川慎
網走家畜保健衛生所
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の少ない松林の中の土壌であるためと考えら九る｡

3.結 語

放射性核種の土壌への蓄積の状況は.その地域の放射性核種の降下量.地形.土質.気候等忙関

連するところが多く.放射性核種の降下累槙量と土壌蓄積量は同じ値を示す場合もあるが.異なる

値を示すこともある｡今後は土壌中の放射性核種の蓄積状況忙把達するととも忙地形との関連忙お

ける放射性核種の移動等忙つぃても検討を加えたぃ｡

表1.土壌中の放射性核種濃度(mCi/碗

地 名

福 島 県

双葉町大字細谷陳場沢

羽山神社境内

年 月 日
探 書
冊

昭和44年7月

24日

0一} 5

0一-20

34.4

54.7

福 島 県

大熊町大字下野上字

岩船.束堂山神社境内

昭和44年7月

24日

0･- 5

0一-2 0

33.8

74.8

福 島 県

大熊町大字夫沢字寺附

谷地.熊小沢分校内

昭和44年7月

24日

0･･一 5

0～20

30.1

48.1

茨 城 県 昭和44年8月

1.緒 言

放射性物:

河底堆植物l

忙ひきつづ1

2.調査研∃

2.1 試料≡

試料∃

2.2 分析:

前報一

は風畢

ことを三

村卓九

2.3 考
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は川S

性の諸

グ試料



4ロ 土壌および米麦中の○竜一ぉよぴ=℃s

農林省虚業技術研究所

0小林宏信.石川黄佐子

津村昭人

1.縮 言

農耕地土壌と主要農作物の放射 性降下物による汚染の実態とその経年変化を調査するため.

昭和32年よカ本調査研究を行なってきた0本年度も従来と同様把全国各地の水田･畑土壌とそ

こ把裁培生存された米麦子葉把つぃてpOsr,13アロso核種分析を行在ったので,そ九らの結

果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

2.1 試射の探灘地と分析法

試料の採取地.試料調整法封よび桐Sr.1き7cs 分析測定法等はすべて前報と同様である｡

2.2 調査結果

今年度えら九た調査結果を農耕地土壌と米麦忙わけて報告する｡

2.2.1 農耕地土壌

昭和44年直の各収獲期忙採取した小麦畑･水田の両土壌の1M酢酸アンモニウム抽出法

忙よる置換態00Srの分析結果は.そ九ぞ九,表1および表2忙示すとおりであった｡置換

酎OSr含量の全国平均値は.畑土填20mCi/如芦.水田土壌19mCiル皿2であり.前
年度の平均値忙比しやゃ減少した｡

また.こ九らの農耕地土

壌中の置換態90Sr含量の 表1.畑土壌の置換態帥Sr(mCiJM)

昭和44年までの経年変化

を各年の平均値を用ぃて調

べてみると.囲1.忙示す結

試料採取年産 平 均 値 実測値の範囲 例 琴
昭和43年 2 3 8一}63 12

昭和44年 20 8～50 12

ら

4

ウ

ら
全
化
移

え
表

お

九

の

変
推



囲2.玄米･白米および玄未申の川Sr･1"Cs含量の経年推移

で詔CsプOsr.白米で1"csヂ8Srの量的関係が引き続き維持卓九ていることが認めら

九た｡なぉ.米麦中の模椎含量を地域別忙比戟すると･両横種とも上記農耕地土壌忙ついて

述べたと同様の地域差が持続さ九ていることを認めた○

在卦.前回90Sr忙よる農作物の汚染模作･経路を解析するため･玄米の汚染を例忙とり

そがOsr含量と水稲生育期間中がOSr降下量間･および土壌中の置換貯OSr量問の相

関性忙ついて述べたが.今回さら忙この間題忙つき新忙データーを加えて検討を試みたので

報告する｡
ヒ 重昆

1.緒 言
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今回はこナ
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3.実験結果

上記詩集験忙よりえら九た結果の概要を実験番号順忙次忙述べる○

なお.こ九ら実験忙用いた土軋粘土鉱物の諸掛ヒ学的性質は.表1のとおりである○

表1.供試土壌の理化学的性質(風乾畑土)
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高田土壌はC.E.C(塩基置換容量)が大きく.粒

径0･01m以下が多い｡盛岡は腐植含量が高く･粒径は
抽墟

0.5～0.0丁3Ⅲ区分が多く.土壌pHが高い｡甲府は

砂贋で.C.E.Cが低い｡

3.1帥Srの抽出奉は.図1～2忙示したとおり.土
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抽 出 回 数

図4.土壌及び粘土鉱物忙エるり7esの固定の難易

(1Ⅳ熟硝酸連続抽出忙よるlきTos抽出量)



園8.各種カチオ増加忙上る水静貯OBr･l=Csの変化(盛岡土射

○コ汁ローlレ

▲モロ≠熟慮



比ヒの肘拙∴トレーサ粟鹸忙エり榊ら九たものであり･土壌中忙おけがO昌一･18†Csの嘩亜

す紬ち.帖.宿脱.推亡等膚･土壌の拙軌性軋粘土鉱物封上び欄船舶葦忙上り乱

く異なるこ抽踊られた■これらのことは･間接汚染拗作計解明するための亜要凍辛がかりをう

るものであるが.今後作物を栽培した条件下忙細る雨模様硝肋の差異忙つき検討する必要があ

る■

篭.｢i--■
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42 00Srの土壌中蓄積量と食品等における
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畑土亜,水出土脚純綿脚忙･牧草地封上び未耕地の搬紳脚忙示オ○艶

封～4拍･塵で立脚軋摘…虻軋水批掴虹川～1帥でそ九桝5l･1～…

喀.38･2～6…で･0～3U化腋でそれぞ九83･小～97･3れ…～g…で･

30～4帥亡川1il舶しており･45用心丁忙も拉凱ていることが湘削る｡脚

地封エび未耕地は0-20爪で佗ほ80れ0～30珊で90¢以上となゥている｡

求ユ.畑土軋水田土壌の探鹿分布
単位:ヰ
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表4.牧草地,未耕地の深直分布
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2.調査の概要

昭和44年帥学技術庁放射能調査委甜酢もとづいて2用道府県の各衛生研究所で採

取された試料忙ついて行なった0

昭和4榊月から昭和45年摘までの主蛸科忙ついての地脚平均値を表1忙札も

試料別の概要忙ついては以下忙述べる｡

帥Sr,甜csとも各地域の月間降下苛控前年酢比べてヤヤ低い値を示してい声｡全国平軸

川Srが0.09(0･06～0･16)mCi′Ⅷソ月で･冊Csは0･13(0･08～0･28)

mciル胡であった○左お･前年産はそ九ぞれ0･10･0･14である･年間降下量忙つい
て.地姐的忙みると秋田･新潟･石川･軌鳥取の裏月本と静岡･高知鴫県が脚比

してヤヤ高い値を示している｡

各地域紳ける月間降下量の平均値を表1忙示した｡

全国平均は前年匿と佗ほ同じ値である･帥呂r忙ついては北海道{大別･京都･石川･

1ユーCs忙ついては静岡が他県忙比して高相を示して帰｡埼玉･神馴吐低い値を示して

年4回(北海道.神酬牒知牒都･兵庫牒岡は年牒回膵取の平均値を表1忙示し

た｡

2.2.3 土 壌

調査対象は18県で年1回0～5叫

表1忙示した.

2.2.4 牛 乳

0～20仁鴫そ九ぞ九採取したもので･測定結果を

13一口亀が1丁.1t5.0-59･2)



(ヰ4)北海道における放射能調査

北海道衛生研究所

安藤芳明.佐藤洋子

昭和44年度｣昭和44年相エウ同45年L計まで)忙突崩眉九た科学技術庁委託調査の概要

を報告する｡また削.10回中共核実験¢影響とみら九る雨水中の放射能忙ついてもあわせて報

告する｡

2.調査研究の既要

2.1調査対象

調査試料.採取場所.測定回教等を一括して表1忙示す｡

表1調査対象

採 取 地 測 定 各回数

2.2 測定コ

全β力

積種舟1

2.3 調査#

2.3.1 雨竜

札鴫

陸

水

そ

ll1.1t一l■一

の

他
一.‡t一■一】一t.i

天 水

上 水

土

牧

空間線量

雨 雪 水

雪 水

源 水

草 地

カーチrド

サ｣一･･ミイメ･-

.塵_.

札幌市当所臣上

札幌市手稲山

‡麓讐諾翳‡
札幌市北大構内

‡悪幣蒜副
札幌市南2西15

全 β

〝

〝

〝

〝

全 r



本年度忙帥て中軸潮剛昭和榊朋用咄下横軸極上帽1沌

洞年叩2昭の大気圏壊瑚}の柑哨集配行遣った･10月1日15時頃.函酌

内忙降雨があり･降り初めの1ミリ,106m舶用hて全触射能を測乱たところ.

6閥卦よぴ72時間更生値でそ九ぞ九1TpCi/mgお上び6pCi/叫の鮎示し

平常値忙比戟してヤや高h値がみら九た｡

こ噸科忙つぃて減衰をしらペた結果は･図1忙示ナと椚で如･こ九上り舶舶相

加燥発後1週間H約2日であった｡まか1耶後同一試恥呵r触波高分析

器によってしらべた敵国2に示すようなrスペクトルがえられ転こ九ら¢結果から,

これが中畑唖忙由射ることは関連h帥と思触る○しかし-軸木州方面では恨

んど兼帯債を観測してぃなかった0こ九曲そ=核爆勤如拙空で行弛れたこと,

卦エび当時の気象条件把よるものと思わ九る｡
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2.3.5 空間線量

シソチレーシ,ンサーベイメーター忙エる調査結果は.表5忙示ナとおりである｡

衷 5. 空間線量

3.結 語

本年度調査期間中.中共は宗9回.10回の核実験走行なった｡その直接的影響として.北海道

とく忙函館地方の降雨水中忙若干の放射能が検出卓九た｡しかしをがらその放射能強度はあせウぃ

ちじるしいものでは在かった｡従来.中共核実験の影響忙エる放射性降下物は.まず本州各地でキ

ャrチ卓九.その後数日をおいて北海道で認めら九るのが普通であったが.今回のよう忙直接北海

道でキャyチさ九たのは初めてである｡全般的忙みて.天水(雪水)忙ヤヤ高h値がみら九たが.

l.緒 言

昭和43年

ナる｡

2.調査研究

乱1 実施場｡

県内丁

2.2 測定装･

計数装｢

2.3 測定試

雨水･

か)

2.4 判定方

試料の

2.5 調査結

2.5.1 雨水
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PCi/g(0-32mCi/山戸)を示した程度で･明らかな影響は認めら九なかった｡な封今

年度測定した雨水は平常の値と同様であった｡

2.3.2 上 水

上水(源水)は昨年度と同じ場所から採水したもので.この詭査結果を表2忙示す｡測定

値は0･26～4･35pCi/ゼ の範囲忙あウ6回の調査結果の平均値は1.84pCi/ゼで昨

年度の平均値2･42pCi/g エり蔑分低くなってぃる｡

表 2. 上水の調査結果

b

:採水 水温喜 採 水 測

定試料計数率i放射能強度蒸発残留物

部 位 ℃
｢

一

年月日時分 年月 日
亡p汀/ゼ p(コi,/g 叩/g

源水

蓼〝
ぎ
■〝l

●●一一-●●●･-
5.11

10･0冨44･9.告岩旭

44.5.2 0.3士l.0 0.80士2.68 53.8

44.6.10 1.$士1.0 4.35士2.72 63.3

●●｣-}●

7.4

9.10AM
3.20土2.40 46.8

82.丁

44.7.6 1.2士0.9

〟 11.0
44.10.8

9.30AM
44.10.9 0.7士0.丁 1.85土1.85

〝 0･6l
45.1.8

10.20A二M
45.1.12 0.2士0.丁 0.55士1.93 丁4.丁

〝

-1･8 45･2.告≡用45･狙0璽0･1士0･丁u l

0.26土1.83

u

106.4

2.3.3 食 品

食品も昨年度と同じ場所から採取したもので表3忙調査結果を示す○牛乳は隔月毎忙年6

回の調査で平均値は0･=pCi/g である｡キャベツ.リンゴ.米忙つぃては.そ九ぞ九

4回軋定したが･平均値はキャベツ仇36pCi/ダ.リンゴ0･05pCi/g.米0.12
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3.結 寄

今年度`

検出さ九っ

なかった｡



サーベイメーター SMlO2塾

波高分析装置 日立RAH-403塾400チ十･ンネル分析装置=血Ⅰ(瑠)3〝声X3〝)

島津炎光分光光度計 Q月-50型

2.3 朗査対象

調査試料の総数は138件で･送付試料は30件であり.その内訳は次のと糾である｡

委託分一雨水89･上水6･下水6･土壌2･野菜4.魚介類8.原乳6.穀類4.小計

125件は上全β放射能測定)･原乳中の川Ⅰ測定6 合計131件｡

県独自一陸水2.魚介類1.原乳2.野菜1.牧草1.計丁件｡

こ九は東北電力原子力発電所建設予定地附近より採取して調査したもので奉る｡

核種分析用送付試料一日常食6･雨水ちり12･原乳6.上如.土壌2.合計30侃

2.4.測定方法

全β放射能測定忙ついては･科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣忙.また原乳中の

川Ⅰの削定忙つぃては･同庁編｢放射性ヨウ素分析削196丁)｣忙したがって行走っも

2.5 調査結果

2.5.1雨水.陸水

籠10回申共棲実験(昭44･9･29)忙エる影響は一本県では殆んど認めら九なかった｡す

遣わち･10月1日の降雨水は2･3pCi/g･同月2日はgl･5pCi/守程度であり.平常

値とあまり変りは丑かった｡また･㌢月30日16時■およぴ10月2日11時,宮城県庁

屋上で100正忙つきシけレーションサーベイメータによカサーベイした結果は.強放

射性粒子と思わ九るものは検出盲九丑かった｡

月間降下量は7月が最も多く一14･6mCi/血2を示しI昨年よウヤヤ多かったが.暫

定指標の第1段階(2･5Ci全β/血空/月)忙は程遠hレベルであった｡(図1参照)

さらに.陸水忙つぃては.上水(源水)

と下水忙つぃて.そ九ぞ九6回調査したが

平常の値と全く変わらなかった｡

ノ史主点AIコ

ll.ヰ

3.結 言

第10ロ

結果は..



また.核分析用試料として=検体を組取して放射線医学総合研究所を上び(肘)日本舟

析化学研究所忙送付した｡さら陀.シソチレージオンサーベイメーク忙エる空間線量の判

定は2カ所で計24回の判定を行なゥた○

腺単独調査として上水(源水I蛇口水)I海底土･海魚また空間線量等忙つぃて判定調査を

り三通した｡

2.1.2 d貼王ノブ法

嗣処川卦⊥び放身脚l蛇は科学技術庁編｢放納巨剛定酎1963年)｣忙したがった｡

闘〟‖紬･.Lび仙封j軋カリウムを｢簡易微量比色忙エる削｢衛生試験法注解l日本薬学

京鋸(1965咋)｣忙よって定量し相E･の補正を行なった｡

2.1.3i,1孤Itj川機器

｡全β放射能測定忙用いた計測機器はつぎの通りである｡
GM計数装置 神戸工業製 SA 250塾

計数台 〟 〝 EA ll塾

計数管 〝 〝 GM132A

試料皿 ステンレススチール製
内径 25mm

標準試料理研製 Uユ08(500dps)

農畜産物.魚類.陸水忙ついては試料と同量のECl丑使用した｡

○空間線量吐科学技術庁の定めた方法忙エって測定した｡

こ九忙用いた計測機器はつぎのとおりである｡

判 定 器 神戸工英製 腋誠200C塑L シツチレーシ㌧･ンサーベイメータ

シソチレークー
〝 〟 且M201C塑1〝¢Xl〟ⅣaI(Tl)

標準繚源 日本放射性同位元素協会l"cさ10pCi士10射ロ,ト酎

遮蔽体 鉄製4nm

2.2 調査結果

調査結果の概輩は次のとぉりである○

国
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こ
じ
牛
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浪
水



示ナ傾向忙ある｡
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図5.空間線量測定結果

表2.食品.海水.土壌,海底土の全β放射能測定結果表

名
n

採取地

■

採 取 月 柳定回数
u

平 均 値

担

九ん草

f

福島市 5ユ2 2 0.44

〟 大 熊 町 〟 2 0.64

根 福 島 市 5.10 2 0.11

〟■ 大 熊 町 〟 2 0.31

麦 福 島 市 T.9 2 0.07

米 〝 ･9.12 2 0ユ6

すずき 久の洪近海 5.11 2 0.14

1.緒 言

前年産に

成果忙つぃ

調査研究

科再処理エ

をおいた｡

2.調査研

実施場所

試料採取

(1963年:

｢放射性ヨ

2.1全β二

環境

も年々

たが.

認めら二

表1

雨水

なく.
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2.4･海洋調査

表3は海水おエび湘底堆積物中の90sr,l"cB分析結果である0

海水中のl"c呂は昭和42年以降ほとんど変動は認められてぃ帥0堆積物中の帥sr･

1"c8濃度が前年産よ鋸幾分高hのは抽出法を変えたためで,蓄積量が増加したためではを

い｡

海水中のl"c呂封よび堆種物中の帥sr苦節量は海域的を差はほとんど認められないが,

堆積物中の1"c8蓄積量は勅轡よ針大洗沖の方が高い値を示してぃるが･た減は圭忙堆積
物の粒径の遠い忙よるものである｡

表4は海洋生物中の9Qsr,=7cB濃度と濃縮係数を示したものである｡

錮sr忙つぃてみると,魚貝類は碑廟率も低く.魚種にエる差も小さぃが,海藻は濃蘭率が

高く.特忙褐藻は90只rを多く蓄積する傾向がみられ転

r波高分析器把上る土丑中町政射性核種
舟析定義結果

昭和14年一月一昭和15年3月

m(】i/随一

豹

●3

うU

○
■
-
-

†L圃鯛＼＼髄
＼



3.結 語

過去の核実験忙エって項境忙蓄模した放射能は昭和38年をヒータ忙年々減少の傾向を示し.昭

和42年以降ほとんど変動なく.佗ほ一定の低h値を保つエう忙なった.しかし.土塊一海水.海

底堆枇物中把旺90sr,13Tcs等長寿命の放射惟核群が蓄積して卦り.盲ら忙ほとんど減少

しをくなってきているため.今後も牛乳.農作物,海洋生物等忙その放射能が検出さ九るであろう｡

原子力施設からの放射能の環境への影響はほとんど認めら九在かったが.許容レベル以下ではあ

るが排水の放射能は一般河川水.井水等ユウヤや高卜放射能頻度告示ナことがあったので今後も監

視を続ける必要がある｡

海洋忙封ける.放射能のレベルは低く.海域的丑差t垂節的変動もみら九す.原子力施設からの

影響も認めら九てぃないが.和洋忙おける放射能汚染機構.海洋放射能監視方法等未開発の面が多

く.核燃料斡処理工場設置に関連し.今後この方面の調査研究忙重点を置く必草がある｡

4.文 献
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空間線量

採取地

大宮市

浮遊じんi.大宮市
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2.1調査試

表4.籍卵の軸srぉ上び1訂cB

∃一1▼｣｣.■▲T.■L一.-.■一■‡一1.-.■■

-

-.‡l1..■...11.1.1.‡･･･l■篭--t-一

-

日

日

Qロ

ロP

日

日

日

日

田

口
H
･

口P

荷ク

巾ク

百ヴ

∩ヴ

再ク

再ク

扁ヴ

扁ク

再ク

扁ヴ

持ヴ

pCi/短 pCiノセ･Ca

83.TO

O.865

2.902

丁9.55

0.丁28

2.646

85.0

83.5

28丁士 30

1.53士0.25

4.03士0.丁2

348士 28

0.Tl士0.14

7.51士0.T4

214士 24

0.56士0.10

2.48士0.32

166士14

0,66士0.1丁

澗c8

- --･----
=~■~■

■■~■■■ ._.
=一...

~
pCi/短ipCi/セ･E

1.18士0.12

4.94士0.79

3.13士0.56

1.18士0.10

5.18士1.02

6.1(I士0.60

0.65士0.0丁

5.TT士1.26

2.21士0.29

0.52士0.04

丁.45士1.90

1丁.9士18.3

5.96士0.50

2.92士1.06

21.8士22.4

4.71士0.35

4.52士0.98

41.8士22.9

2.80土0.26

1.81士0.43

4.3 士13.3

0.95士0.22

丁.丁5士丁.95

3.80士0.32

3.50士1.2丁

8.12士8.35

1.56士0.12

5.TT土1.25

15.7士 8.6

0.96土0.Og

l.0き士0.24

1.5T士4月6

0.28土0.0丁

表1の中で

前処理した後

2.2 測定方

測定は

カウンタ

2.3 調査結

2.3.1 陸水



表2.陸水,牛乳中の全β放射能測定値

[-.卜tl-i-:-｣

(
l
(

(

(

3.結

試 料 ㌃ ｢ 件数 最高値(pCi/β) 平均値(pCiノ旬)

源水) 3

蛇口水) 童 3

2.$6

i2.4$
2.60

2.07

■

■

三河島下水処理場)

-
6

H
3.91 2.10

6 8.丁$ 6.08

芝浦下水処理場) 6 18.56 8.05

伊豆大島) 6 4.24 2.35

八丈島) 薯 2 4.54 3.66

51.95主 34
円

85.25

江戸川流域) 2 5.5(pCi/g ) 4.8(pCi/g )

保谷市) 6 0.10(pCi/g･生) 0.08(pCi/g･生)

伊豆大島) 6 0.10(pCi/g･生) 0.0丁(pCi/g･生)

八丈島) 1
2 0.10〔pCi/g･生) 0･08(pCi/gせ)1 u

葦昆
ロ【丁

本年度の調査結果では,各試料共忙例年に比戟して,特記すべき異常吐認められをかった｡とく

に,伊豆大島の天水の放射能汚染は,年々減少の傾向を示している｡

(52J神奈川県における放射能調査

神奈川県衛生研究所

石井襲二,小山包博

上

河

湖

天

下
海

日

牛
土
海
空

野



未2.全β放射能測定結果

種

雨 水(定

〝 (定

浮 遊

上 水(源

河 川

---∴叫⊥------------†-一一一旦旦月-｣-----一冊一一時);横浜市旭区中尾町衛研i亜.6.16i428pCi/旬

量)j ∫ ∫ 巨日用pCi/β

じ ん1 ∫

11.1｢口3■12旦Ci/h
i5.35pCi/β10.23水)!足柄上郡箱根町

軋早川(早川橋) ,
4.14

M
5.81pCi/β

水i芦の湖
1

4.15

.10.2pCi/β

lm---▲一▲州--■一一≠--一山→

F湖
水 一声の湖

1

4.15

.10･2竪Ci/βl~~~~~■■■■■■-■~~~~†~■■■一~--~●一■~~■■■■~~■■■■■■■~■■■■■~~■■■●一~

u

し軍_塑†空_至旦?u

l下 水

足柄上郡箱根町双子山 丁.14 30.4pCi/β

横浜市中区 10.21 3g.5pCi/β

海 }水 ■横浜港 5.ユ0 0.丁8pCi/β

F 牛 横浜市神奈川区 10.1 0.148pCi/ケ･生

!-r画商郎
至海底
i~~~~■~-■■~~~-

】空間線

横浜市保土ヶ谷区 10.4 2.29pCi/才･乾

…横浜港
_⊥.一.

45.2.3
H 2.87pCi/ノ才･乾

庚須賀市武山 亜.8.26 6.2J一肌

i野菜(大根･
l

横浜市戸塚区
1

6.28 0.912pCi/サ･生

≡魚且類(いか内職) i三浦市三崎 盲 丁.了
H

∃0･丁23pCi/ケ●型

(5吉.)新潟県における放射能調査

新潟県衛生研究所

篠川 至,菅井隆一,金田和子

石橋幸三

表1.雨



表3.浮遊じんの全β放射能(pCiぷ)

年月 測定歓 平均値 兼高俵 ♯低能

昭和一日4 4 飢25 ¢4▲ 008

5 t Ol‡ 02l 00l

¢ 5 04T OTO O12

丁 ■ 01‡ 0.2ユ 00l

8 l 00丁 0.12 0.0ユ

9 8 0.壬ユ 0.36 015

l¢ 丁 0.‡○ 0.Tl 0.1●

11
t ○▲○ ○月1 0.1轟

12 4 飢ユユ 0.15 0.19

昭和▲51 ▲ ¢30 0.▲tI O16

2 ▲ 0ヱl 0.ユ9 0.10

ユ 5 ¢.‡3 0.82 0.0ユ

合吉十 年間平均 年間嬢高値 年間最低値
5与 ¢.空阜 ○書2 0.0l

表4.浮遊じんの経年変化(pCi/もf)

葺≡き莞享≒享≒莞莞
表5.陸水及び各種食品の全β放射能

4 5 ¢ T 8 g lO1112
1 2 3月

図3.浮遊じんの全β放射能(pCi/m3)

全般的忙差異

られる｡

丑.ユ.5 土 壌

土壌の測定轟

す｡放射能は扁

ど同じレベル｢

和42年以降溺

る｡

2.3.6 空間凍畳

空間線量の苛

忙示す｡昭和一

〝R/ll,昭和

β研lと同じ

3.結 語

昭和44年度は

じんお上び土壌は

各種試料では一定(



おいては雨水を始めとし,上水,下水,海水,海藻,魚,牛乳,土壌卦エび空間線量忙影響は見ら

わザ.千く平年阻みであった｡

..里作甘岬附しr■川棚揖t日工た武2忙かゝげた｡

衷2.t耶卸44年旺忙おける測定戯児
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カレ丞 鳳至郡,能都町沖
u

6
n
石.60pCi/七生 2.24pq埴生

0占8∬ ■王●r三メ) ｢匝至面,能都町海岸 2 0.08 〝

畳 金沢市,石川県衛生研究所 12 5.9〟的 !丁.川鍋

盲脚pCi/β
8.脚町h∃

竺丁議~j
チ31Ⅰ)う丁前郡,野々市町 冨 6- 12.66pCi/路

(55.)福♯県における放射能調査

福井県衛生研究所

岸 彦平,北川貞治,早川博信

牛乳(脱

七城(.ヱ

鮎モ類(アジ･サパ

海藻(ワ カ

空 間 線

機器分析(牛乳ヰ咄



けて,ビータが認め

られる｡福井市周辺

の各種試料の全β放

射能を,表2忙示先

敦賀半島周辺の空間

r積算線量を図2に

示す｡線量は関西の

一般的地域はTOm

R程度と言われるが,

これエ力も鵜舟高h,

これは空間線量寒か

ら予想されていたこ

とで,敦賀半島が花

崗岩質の岩盤をもっ

てぃること忙よるの

であろう｡螢光ガラ

スは4カ月毎の年3

回交換した｡

判定期間
牛虎:ミリレソトゲソ ●軍京都

昭和t4年丁月2日一昭和15生丁月▲日

囲2.敦賀半島周辺の空間r積算線量〔螢光ガラス法〕

囲3忙積算線量測

定地点での線量率を示ナ｡これも壁光ガラス法

と同様の傾向である｡敦賀半島周辺匂各種試料

の全β放射能を表3忙示ナ｡他の地域と比戟し

てとく忙異なった値はない｡

海 水

水道水

河川水

野 菜

土 壌

海底土

魚貝藻類

1.緒 言

核実験忙上

び設置予定が

の上う丑観点

38年から昭

静岡衛研で,

2.調査研究



県内12ケ所上り採取し,測定を行査った｡

23 州庁〃拭

什■;ざ:H耐け編｢放J細線佃定法(1963年)｣忙エった｡

2.4 調査精一県

2.4.1 放射性降下物

放射性降~F物の降下量は表1のとおりである｡

2.4.2 陸 水

陸水の放射能調査結果は表2のとお少である｡

表2.静岡と全国平均の陸水(pCi/β)

て海面7~王水源水;下 水' 上水源水 上水源水 全国平均上水 全国平均上
u

年 金放射能悸放射能
帥sr l訂cB 90sr 13Tc8

芸芸;諾竜三二言毒
!

0.11

】

0.0丁 0ご29 0.13

昭和38年!8.O124.0
u

0.08 0.Og 0.47 0.23

昭和39年10.016.0

昭和4畔篭6･8i9･3
0.13 0.12 0.44 0.20

0.2丁 0.12 0.2g 0.13

昭和41年‡ 4.4
-

5.3 0.12 0.03 0.23 0.08

昭和戯年竜
3.5 8.9 0.09 0.02! 0.18 0.05

昭和43年 竜 5.丁; 13.4 1 0･11

n

0.03 0.19
1

0･04
H

モ 5.5 季 乱2

2.4.3 食 品

食品の放射能調査結果は表3･､丁のとお少である｡

表3. み か ん (pci/500mg灰創



表丁.各種目忙おける澗cB/知日rの比(平均)

年 ｢元首 昭和
H

昭和 昭和 昭和
岳

昭和 毒昭和
種別 3丁年 38年 39年 40年 41年 42年 43里
軒〒椚-~了 モ邑

√一/~′

1.0 1.4 1.6 1.3 1.3 1.8

(茶 ) 1.6 2.0 3.8 0.8 1.0 0.8

野菜(キャベツ) 2.0 1.0 1.4 0.2
ノ
/

_/

/
/
/ -

≡野菜(ほうれん 3.1 1.2
‡/

′

1.2 0.7 1.0
l-･･･-一････--･-･-■---･■･･-■･･-■･･･川1一

一軒菜(大
l一一-】≠-一一-

喜牛

盲 0.7 0.8 0.4 0.3 0.2 0.2 0.3

篭11.5
‖

12.3 9.8 8.9
u
5.0 7.0 T.5

[±水 源 水
lo.6
uH

1.1 毒 0･9 0･4lo･3
1

0.2
10･3‡

(57)愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所

福田常男,豊島一男,小島一郎

加賀美忠明,松井囁子

昭和44年9月から昭和45年8月までの科学技術庁忙上る委託お上び愛知県独自で行なった放

射能調査の概要を報告する｡

1.調査対象

雨水,ちカ,陸水,海水,土壌,農畜産

物,魚月藻類等322件である｡

2.測定方法

試料の前処理お上び測定は科学技術庁嗣

i■抑m一 幅l･▲lり

(椚Ill､欄lらl)

∩♯射臆¢月間傭欄下tmet
朝一托拝ホ土-

助
辞

酎

上

帝

下

下

♯



係数な節制したところr｡=0.49丁 と有意性が確認暮れた｡

t:如上｢:んIiWIt,.l,tし､P(ttl:tUur川湘IJ･〔Lて･･(1.l':iい肺専7itt/C吾てし1るd)で榊亡抑紺hW･l棚iして

行幸たし1と差えている｡

(58)京都府における放射能調査

京都府衛生研究所

浅見益吉郎,江阪 忍,山川和彦

1.緒 呂

当衛生研究所は過去13年間にわた旦,雨水,陸水,食品等の環境中の放射能忙ついての測定調

査を継続実施してきたが,現在全β放射能把ついては減少せたは横ばいの経過をたどっているのは,

核実験の停止にエるものと思われる｡しかし,環境中の放射能レベルを常時掌握しておくことは必

要であり,昭和44年4月から昭和45年3月まで科学技術庁の委託調査お上び府独自の計画に上

る調査忙ついて全β放射能の測定結果の概要を報告する｡

2.調査の概要

調奄対象比例年どお虻であったが,魚類は前年の結果忙エカ淡水魚のみとし放射性降下物の測定

に重点をおいて実施した｡測定試料数は総計251件で,項目別では下記のとおカである｡モた,

別忙核種分析用試料として,上水,雨水･ちカ(月間採取),琵琶湖水,土壌,日常食,原乳計32

件を前処理をして(財)日本分析化学研究所忙送付した｡

全 β 測定試料

飢 上水(原水) 1ケ所 9試料

b･上水(給水栓水) 1〝 11∫

e･河川水(鴨川水系)
3 〝 18 ∫

2.2 測定方j

2.2.1 試料l

前処理.

をった｡

2.2.2 計数]

陸水,

数管(B

(132

2.2.3 比較`

食品,

陸水,雨

った｡

2.3 調査結

全般的

横ばい状

2.3.1 食品

食品類



みればや吐り減少の傾向上少横ばいで経過していると思われる｡草地と裸地との善がほとんど

認められなくなったことも特徴である(未1)｡

衣3.雨 水 の 放 射 能

一--
･･･■一-■岬--一一 ----

t-

---■■--一一----
----･一一･--一一●■■■■■-■~

■-■■■■■･■･-･■■■-一-■■1■▲1■---■■-一一一-■---一一･一■■■■一■■■■■--→】-■一一---･■一■-･･●-■

最 高 値
R

と= 亡 j;も

月 別

日数丁古葡問吏壷高話南面由雅
日

別

曙･.･･等
強 度 日 陣~雨量垂壁

pCi/β
22.97

pCi/β
46乱丁2 25

t轟

1丁.4
9寺 号官主霊写冒i霊腑…十一-ト¶十㌣㌍÷+山岬

-

9LITl･25⊥155･82 12 1.0 工二享華4010 3.丁
-

29.191

･･■■-･
一■1--｣--｣一-｣-

-■-
~~■■一-■

335.51 301.33 茹｢ 0.3 2.03¢.43 25 148.3 13.41

岳
8

g

1〔)

11

12

121 255.31 208.03 9 1.0 1.046.55 7 21.4 42.丁6

9 141.丁9 40.56 =盟 18.丁 390.44 25 21.丁 31.40
l

$

6

7

5

62.16
1

42.1了 1 5.4 13$.58 30 15.1
H

32.19

2丁.21
......-.........■......■■▲■■■■■■■■■■■■■■■M-■--■--･■■-■-■･■■■･･･■-■■■■

1 64.60 38.64 25 3.0 140.95 1 3.9

｢ 83･03 49.65 5 0.套 20乱83 20 8.1 28.93

｢了云~.由 丁8.ユ6 2 0.7 26g.59 6 22.2 23.2g

昭45.1

2

3

5｢~~~128･31
65.29 1丁 0.3 24¢.24 30 43.5 22.g5

8

10
室

l249･86t190･41
l239･33!1T9･27

2Tl.5

!18iO･6

309.95

742.54

20

13

11.64乱50

18･3122･41

2.3.2 陸水,ち卓

上水,河川水とも忙前年上カヤヤ

増加していることは注目暮れる｡採

取時期忙上る測定値のバラツキは例

年どお力大きい｡浮遊じん,降下じ

ん共忙前年と同水準であった(表2)｡ 十_斗

川

帖
雪
盲

山

M

認められた｡

るとみられ,

と共忙今後庇

と考えてい雇



t-tし■l/届･d叩
.8y



l.0

コ5●

0.I

05

ロ

丁
ヰ一志｣若tT-8■9=旧t‖1■2t-よ崇5■年古■ヰt516･アー8

2.き 浮遊

上約1!

無線製

電気集

仇3以

捕集し

1/10

科とし

丁2時
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変動は

った｡

2.4 その

表1把

試料忙

和44

45年

最高値

った変
2.5 空間

2.5.1 モ

カつけ

す｡降
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〔dO)兵庫県における放射能調査

兵雄蝶術佳研究捕

大 路 正 雄

1.締 F∃

昭和44年9月上力昭和45年$月せでの期間忙実施した放射能調査の概電を報告する｡

2.調一花研究の概要

2.1 調禿対象

表1.雨水中の放射能の月別推移

h

t月
‖H
u
悪霊…平｡C苧ヵg値

u

最高値毒

pCi/舵g

!

最低値l

pCiル1

雨水忙上る月間

降mc㍍2量
‡昭和44′ 4 0.0 55 0.109 0.028

t

1.61

1
10■ 2‡ 0.021 0.03 3 0.008 1.85

｢~ 11一 7 0.04丁 0.083 0.03 5 3.52

⊂=可 3毒
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〝 6 0.OT2
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〝
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12 ! 0.083 i
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; 〟 6 1丁 0.13 6 0.32 7 0.0き8 25.g2
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表2.陸水,食品等の放射能お上び空間線量

h

j 品 名 測定回数 最 高 値 最 低 値
!

｢叫丁訂五十12‖ 9.8 士3.g
pCi/β -5.3

士3.9
pCi/β

醇過水
H

12 4.6 士3.8 ∫

-4.1士3.丁
# 董

河 川 水 6 6.9 士3.丁 ∫
-3.2

士3.丁 ∫

F

牛

生乳A ¢ 0.18士0.08pCiノセ･生 -0.12士0.10pCi/盲･生t
生乳B 6 0.23士0.11 〟

-0.07士0.10
∫

!市 乳 6 0.14士0.0丁 〝

-0.05土0.09
∫

吉元うれん草 8 1.35士0.32 〟

-0.丁3土0.34
#

l皮 2 0.0丁士0.05 ∫ 0.05士0.03 ∫

梨

j

肉 4 0.09士0.05 〝
-0.09士0.05

′

芯
M

4 0.18士0.05 〝 0.12土0.04 ∫

I土壌恥5用
0-20C椚

2 122
mCi/‰ヱ

90
mCi/‰ヱ

2 282 〝 289 〝

浮 遊 じ ん 36 0.$85pCi/㌦ 0.059 pCi/畑

_､細川水A
12

-0.4 R;/β 0.2 M

星河川水B 12 0.6 〝 0ヱ 〟

■

牛乳中の131Ⅰ 6 20.4土8.9
pCi/β

0.0 士8.6pCi/切

毒空間線 量
担

12 16.6 Jl財h T.92J｣札′b
u

モニタリングポストに上る

方法では,期間中の1日の平

均値は11.2-20.8ep8

一戸縫 目【..111日【白鳥1 1日血

3.ユ 雨水

r線

なお

試 ∃

雨水

浮遊

土

家庭(

1.緒

島根県忙

あったが,

2.測定方

放射能測



った｡空間線測定は科学技術庁の定めた｢放射能調査寄託計画昔｣(昭和45年)忙したがった｡

3,試料採取地点お上び空間線長潮定地点

4.調査稗果かエび考察

4.1 定時採取雨水の放射能

4月-8月の5ケ月間

の降雨のうち降下旨宣が

1.OmCi/‰2 を越えた

のは4月忙1回,5月忙

3回,6月忙1回,丁月

把1回であった｡平均カ

ウント数が高いのは5月

出 降雨日数 月間降雨量 平均カウント数 月間降下量
□
ロ 日 ポ霞 ※ 亡pm八多=酎知瓜i/′髄

l昭45.4 11 138.0 14 t 3寺子｢
5 11 116.8 26 Ⅰ8.98
6 14 231.3 丁 4.47

丁 1T 219.3
l

T 4･02

8 l 9 93.6 6 1.48

※芸障豊島砧雫墓慧恋慕で割ったものの26epⅣ旬であるが,ちなみ忙昭和29年9月一昭和39年3月までの測定値と比較して

みると,この捕間中平均カウント数が40cp町旬以下であるのは昭和33年12月忙ソ連が

北極圏で核実験を行走って7ケ月後の昭和34年丁月から昭和36年9月忙ソ連が核実験を再開

するまでの期間であった｡この期間中は米国,英国,中国は実験を行なっていない｡

4.2 腐乱の放射能

何れも放射能の量と

しては催ぃ値であっ

た｡地域的変動や時

期的変動があるのて

はなぃかと思われる｡

4.3 空間線量

､＼ 鹿島町南講武 八雲村熊野 伯太町 乃木福富町 大田市三瓶町
I昭岨5 0.19 0.2 2 黙0.21

- 6

柑
0.11 0.10 ※0.24

丁 0.09lo.13円
0.15

l※0･04

単位:pCi/原乳1g

※ 1回測定値,他は2-3回判定したもの忙ついての平均値

測定値は各地点でだい

たい一定虻値を示しておゃ測定地点の地質お上び地形忙影響されてぃる上う忙思える｡すなわち黒

F二1 昭45.6 昭45.T
付近の地質

色頁岩の分布

租粒玄武岩の

であった｡

1.清 音

昭和4▲年

果,おエび空

2.調査研究

2.1測定万

全計放

科学技術

2.2 調査括

雨水の

上水,

0.6一一丁

牛乳,

pCi/g



魚介類は0-0.6pCi/g,土壌忙ついても1.ユー2.1pCi/gと低h値であった｡

空間線量率は丁.5-8.9耳札′h･であった｡

3.結 語

陸水,食品,土壌の全β放射能はいずれも低い値であゎ,昭和42年以後大さな変動は認められ

ていをい｡

空間線量率忙ついても同様である｡

(占4)広島県における放射能調査

広島県衛生研究所

武田鶉則,村上 剛,高田淑子

松捕尚子

l.柿 胃

爪J朋一肝一レいて虹,昭利29年上り放射件降下物忙つぃて沖掃珊発語封こなっており,とく忙岡

和36咋12月からは科学技術庁の委託業務もあわせておこなっている｡

昭和44年庇も前年度忙ひきつづいて,

県下忙おける,雨水ちり,浮遊じん,落下

じん,食品,そ町他の全β測定車行っ

たのて報告する｡なお,商下じん捕集装置

の検討をおこなったので伴せて報告する｡

2.調査研究の概要

2.1 実施場所

広島県衛生研究所内お上び県下一円
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れている｡それ放この両者のじんあい捕集能力忙差がをいと証明書れれば.簡易な54A型を

使用することができるかもしれをい｡その日的のため検討を行った｡結論として帯下じん畳が

500呵/㌔末梢では水盤と54A型の捕集客忙は差はないが,500叩/㌔以上では有意の

差があ力水盤法が優れている｡この原因は飛散の大小忙あると思われる｡したがってじんあぃ

量が少なく,風速も弱い上うな地域では落下じん採取装置として54A塾を用いることもてき

るが,それ以外の場所では危険性が大きいエうである｡

3.結 語

3.1本年度忙おける全β測定では放射性降下物帖漸滅し.てぃるようである0
3.2 54A型採水器を落下じん測定用として利用することが可能かもしれなレ㌔

(占5･)高知県における放射能調査

高知県衛生研究所

西本孝男,上田雅彦

1.緒 言

昭和44年4月から昭和45年3月までの期間忙実施した放射能調査の概墳を報告する｡

2.調査の概要

2.1 調査対象

雨水,雨水ちカ,障れ土壌,農畜産物,魚且草類等163件

2.2 測定方法

試料の前処理卦上び測定は科学技術庁綱｢放射能測定法(1963)｣忙したがって行充っ

た｡
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表1.雨水の放射能の月別推移

月 別 測定回数
最 高 値 最 低 値 平 均 値 月間降下量

pci/彿g pCi/枕` pCi/hg m旦卓∠壁
昭和44年 4月 8 0.al 0.04 0.12 11.5 8

5月 9 0.12 0.04 0.07 6.54

す耳 11 0.30 0.01 0.08 8.45｣

7月 11 0.OT 0.00 0.02 6.丁2

8月 6 0.08 0.00 0.03 4.33

l~~~~

9月 7 0.Og 0.01 0.04 3.51

10月 3 0.08 0.04 0.0 6 3.10

11月 9 0.35 0 01 0.08 2.TO

11 0.23 0.03 0.11 4.T3

昭和~45年 正d5 0.09
u

0.44
十-

4 0.22

2月 5 0.18 0.05 0.10 3.1さ

3月竜
2 0.09 0.0 5 0.0丁 0.44

表2.陸水の放射能(pCi/β)

! 上 水 河川水 下 水

採水年月日 平尾浄水場 松崎浄水場 松崎浄水場 福岡市塩原 福岡市
-

(原水) (庚永) (蛇口水) (那珂川) 中部下水.処理場

44. 4.28 1.1士2.8 0 士 0 1.9士2.7 1.了士2.9 3.0士15.5

6.23 1.丁士3.1 1.5士3.8 2.9士3.5 4.丁士$.5 2T.7士13.3

8.2g 5.4士2.8 2.0土3.6 4.5士3.2 7.丁士3.8 16.9土16.9

10.29 0 土 0 0.9士3.1 0.3土2.丁 0.3士2.8 21.0士42.1

12.25 0 士 0 0 士 0 0 士 0 0.9士2.3 4丁.5土20.ヰ

45. 2.28 2.8士2.8 0.8土2.丁 1.5士2.g 1.9士2.丁 43.丁士18.2

丁.
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2.3
■測定結果

2.3.1 雨水

雨水の月別放射能強度を衰1忙示す｡全β放射能の年間平均値は38.8pCi/β,年間降下

量は31.92mCi/‰2であ少,前年度の39.3pCi/β,40.5mCi/鮎2忙比較して大きを変化

はない｡また中共の核実験(44.乱29)の影響もあらわれていなぃ｡

表1.雨水の全β放射能(pCi/β)

年月
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昭44
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2.2 測定結果

2.2.1 雨水の全β放射能

4月から6月忙スプリングビータがみられたが,中共の第9,10回の核実験の影唇は認め

られなかった｡

2･2･2 上水,土壌の全β放射能

上水は3･6pCi/旬･土壌は2･6pCi/gで前年庇と全く同じレベルであっ転

乗2･上水,土壌,食品の全β放射能

試 料
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H
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教
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_幸
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